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必要に応じて青年期の前後の支援内容も含めて報告する。以下、インタビューは 2010 年 8
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 今回インタビューを受けてくれたのは、カウンセラーであり、施設長の Irene Byström 
氏である。彼女は、月曜日から金曜日まで、午前８時から午後５時まで勤務している。カ
ウンセラーとしては 30 年以上の経験をもつ女性である。温かく包み込んで、しっかり聴い












































































































 施設の統計では、年間約 4000 人が利用している。男子の利用が女子ほど多くないという
のは、どこの施設でも課題のようであるが、ここでは、医師がホッケーチームのドクター
もしているということがあり、男子生徒が医師によく会いにくるという。どこか、ちょっ





























 外部機関とこの施設との連携はかなり充実している。Byström 氏いわくここが「Open 
House」のように、多くの専門家がよく集まり話し合いをもっている。ソーシャルワーカー、





Stockholm ではこうしたクリニックが 20 か所あり、同じくうまく機能している。支援の質
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と量がどこでも同じように確保されているのは、それぞれの施設長が月に一度集まる会議







































倒なやりとりにも本当に温かい対応をしてくださった Byström 氏にこころより感謝したい。 
 
資料 
『青年クリニック 簡潔な事業概要』 FSUM スウェーデン青年クリニック組合 
 
付記 
 本調査は、平成２０年度科学研究費挑戦的萌芽研究（課題番号 21653086）：「『親になるこ
と』の今日的意義の再検討と青年期のための次世代教育プログラムの開発」（研究代表者：
後藤さゆり）の助成を受けている。 
 
